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プロジェクトの背景 

スリランカの都市開発庁（Urban Development Authority：UDA）は、本部と複数の地方事

務所（州事務所 9 拠点、郡事務所 12 拠点、準事務所 2 拠点）から構成され、国内 268 か

所の指定都市地域の開発計画を策定する責務がある。開発計画の策定は、各指定都市地域を

管轄する UDA の地方事務所が行っているが、特に計画規模の大きい 24 市については、

UDA 本部が技術的な支援やデータ提供、ステークホルダーとの合意形成支援等を行うこと

が定められている。UDA は、｢UDA Strategic Plan 2018-2022」のもとに 4 つの戦略ゴー

ルを定め、「都市計画に基づく都市部の開発の推進」と「都市計画策定手法の近代化」の方

針を打ち出している。 

しかし、現在の UDA の計画策定は様々な分野を扱い、技能が十分でない分野も存在する。

また、UDA が策定する開発計画の多くは、社会経済指標にかかる将来推計がデータ不足等

の理由で十分でなく、ステークホルダーとの合意形成が形式的となる傾向にあり、品質面で

多くの課題を有する。現在までの指定都市地域の開発計画の策定数は、「UDA Strategic Plan 

2018-2022」に掲げる計画目標を下回っている。 

かかる状況を踏まえ、UDA はより高品質で効率的な都市計画の策定を推進するための能力

強化支援を我が国に要請した。その要請を受け、本プロジェクトは、UDA 職員の技能レベ

ルの向上、UDA 内の本部から地方事務所に対する支援体制強化、都市計画策定プロセスの

改善を目指すものである。 

UDA は内部に「アーバン・リサーチセンター」（Urban Research Center：URC）を新たに

設置している。このURCは、都市計画の技術において中心的な役割を担う組織になること、

スリランカの都市計画策定をリードすることが期待されている。したがって、本業務では、

この URC の能力強化支援を通じ、UDA 全体への成果波及を目指すものである。 

 

 

 

UDA が策定した開発計画の表紙（出典：UDA） 

 

 

 



業務の概要 

業務期間は、2022 年 2 月～2025 年１月の約 3 年間であり、URC の効果的な運営を通じ、

UDA による高品質な都市計画が策定されることを上位目標とする。プロジェクトでは、

URC の能力強化を通じて、UDA の都市計画策定における ICT 技術の活用、ステークホル

ダーとの合意形成及びデータの利活用が促進されるようになることを目指す。 

 

期待される成果として以下の 4 点を目指した活動を行う。 

 

【成果 1】URC 職員が ICT 技術を用いた都市計画手法を習得する。 

【成果 2】ToT（Training of Trainers：指導員訓練）を通じて、URC 職員が UDA の内部 

研修を実施するための能力が強化される。 

【成果 3】ステークホルダーとの効果的な合意形成が促進されるよう UDA の既存の都市計 

画策定プロセスが改善される。 

【成果 4】URC のデータ共有機能が改善し、URC が UDA における ICT 技術の活用を牽 

引するための能力が強化される。 

 

 

なお、UDA が策定する都市計画は、都市のマスタープランと土地利用・建築規制にあたる

「開発計画」、および、特定の地区の具体的なアーバンデザインを定める「ガイドプラン」

に代表される。 

 

 

コロンボ郊外の風景              会議の様子 

 

専門家による能力強化研修の様子(1)     専門家による能力強化研修の様子(2)  

 



インターンシップ研修内容 

プロジェクトや開発コンサルタントの業務内容の理解を深めてもらうため、以下のタスク

を想定する。実際にはプロジェクトの進捗も考慮して業務内容を決定する。 

 

1） 開発計画策定にかかるパイロットプロジェクトの実施補助 

2） ガイドプラン策定にかかるパイロットプロジェクトの実施補助 

3） リモートでのプロジェクト運営管理補助 

4） その他、プロジェクトの進捗状況と学生の興味に応じて検討 

 

 

対象者 

都市計画・建築などを専攻する修士課程１年 

 

 

実施期間 

7～9 月の期間に 2 週間程度 （応相談） 

 

 

募集人数 

1 名 

 


